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研究成果の概要（和文）：中国西部大開発と関連する経済・政治・文化等の変化を多面的に研究

した結果、かなり進展がみられるものの、農民間格差拡大、民族間融和等の面ではなお課題が

残っている。 

 
研究成果の概要（英文）：A study of economy, policy, culture and so on relates to Chinese 

development in the area of the west clarified considerable change of the situation, but there 

are still so many problems, for instance difference expansion and minority issues and so on. 

 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2008 年度 9,100,000 2,730,000 11,830,000 

2009 年度 9,500,000 2,850,000 12,350,000 

2010 年度 9,600,000 2,880,000 12,480,000 

総 計 28,200,000 8,460,000 36,660,000 

 
 

研究分野：中国経済 

科研費の分科・細目：地域研究・地域研究 

キーワード：地域研究、現代中国学、中国西北地域、民族間矛盾、環境・水、貧困・福祉、 

民俗・文化、日中共同研究 

 
１．研究開始当初の背景 

 中国は国内の深刻な地域間格差と環境・エ
ネルギー・社会福祉等の問題に依然苦しんで
いる。中国国務院は 1999 年西部大開発に重
点を置く「大綱」を確立、2005 年「大西北総
合経済区」構想の主管機関の一つに寧夏社会
科学院を定めて、これを「国家社会科学領域
西部地域研究プロジェクト支援」の重点対象
に選出した。本学国際中国学研究センターは、
その直後 2005 年同院と「日中合作西部開発
共同研究センター設立に関する合作協議書」
を締結、同「合作共同センター」（CJCJS と略)
を設立、事務所を寧夏社会科学院内に設置し
た。 
 

２．研究の目的 

 本研究は 1999 年予備研究の第１段階とし

て「水の問題」を研究テーマにスタート。2004
年に予備研究の第 2段階に入り、西部開発の
マクロ・ミクロ的検討を行った、本年度以後
第 3 段階に入り、CJCJS の組織下に寧夏周辺
諸省 4省の 6箇所で年 2回の定点調査を継続
実施、ⅰ．貧困・福祉問題、ⅱ．環境・自然
生態系問題、ⅲ．エネルギー・水資源問題、
ⅳ．域内・域外間貿易・投資・技術移転問題、
ⅴ．民族間矛盾と区域自治権空洞化問題、ⅵ．
民俗・文化・歴史変遷問題の 6課題を中心に
6 研究会を組織し総合分析を行う。さらに日
中間の研究・人材交流も進める。方法論とし
ては「コ・ビヘイビオリズム」（主体間態度
連動論）を使用。本研究の最終目標は日中の
中国研究学界に新たな「現代中国学」の実効
性を明らかにすることによって欧米学界へ
の認知も広げ、ひいてはグローバルな範囲で
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研究方法論に革新をもたらすこと、持続的な
国際的かつ民際的な共同研究を展開し、同時
に具体的で実効性を伴う政策提言を行うこ
とによって、新たな実践研究の「場」を制度
構築する点にある。 
 

３．研究の方法 

 日中専門家による共同研究を方法とし、現
地面接調査、現地アンケート調査、現地討論
会を通じて共通の知見を得る。 
 
４．研究成果 
 共同研究の成果は報告書としてまとめ印
刷・配布した。また、共同研究参加者は下記
の通りの媒体を通じて、研究成果の公開・発
信を行った。 
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